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1Excel VBAを使う意義

Excel VBA (Visual Basic for Applications)は，Microsoft Excelの操作を自動化するためのプロ
グラミング言語です。Excel VBAは Excelのマクロ機能として知られています。このため，Excel

VBAを知らず知らずのうちに使用していたという方もいらっしゃっることでしょう。しかし，実
際に Excel VBAを使って何かを作成したことのある人は少ないのではないでしょうか。
プログラミングの経験がある人でも，Excel VBAは使ったことないという人もいるかもしれま

せん。Excel VBAはその名の通り，Excel上で動作するプログラムであり，できることは限られて
います。そのため，自由にプログラムを作成したいと考える方は，Excel VBAの制約に悩まされ
ることでしょう。
本講座では，Excel VBAを使った簿記ソフト作成のための基礎知識の習得を目的としています。

ただし，本講座の時間内に簿記ソフトを作成することは不可能です。どのようなプログラミング言
語であっても，目的の動作を正しく実行させるプログラムを書くには時間がかかります。簿記は仕
訳から決算書の作成に至るまで複数の処理から成り立っているため，これらの動作をするプログラ
ムを一気に書き上げるのではなく，簿記に必要な処理を細分化して捉え，それらひとつひとつをプ
ログラムとして積み上げていき，最終的に簿記ソフトとして完成させることになります。
この過程で，一部の処理をプログラムとして書いて，正常に動作するかを確認し，また次の処理

をプログラムとして書いて，正常に動作するかを確認するといった繰り返しの作業が必要です。も
し正常に動作しないならば，自分で書いたプログラムのどこかに間違いがある可能性があります。
間違いがなければ，Excel VBA自体のバグや仕様で正常に動作しない可能性を疑うことになりま
す。このように，プログラミングはとにかく面倒です。地道な作業が苦手な人には，プログラミン
グは向いていません。また，プログラミングには時間がかかるため，ある程度趣味として，作業自
体が面白いと思える人でなければ，割に合いません。世の中には複数の会計ソフトが販売されてい
ますので，それらを利用した方が賢明です。
また，上述のように，Excel VBAはMicrosoft Excel上で動作させることを目的に設計されたプ

ログラミング言語です。このため，将来，Microsoftが Excelを販売しなくなったり，Excelは販
売するけれども Excel VBAの機能は削除することも考えられます。このとき，Excel VBAで書い
たプログラムや知識が無意味になるというリスクがあります。このリスクは，他の一般的なプログ
ラミング言語よりも高いと考えられます。

Excel VBAを使って簿記ソフトを作成する場合，常にこれらの負担やリスクを考慮に入れてお
きましょう。気づいたときには，手段が目的になっているかもしれません。
一方，Excel VBAにはメリットもあります。それはMicrosoft Excelの圧倒的な普及率です。現

在，店頭で販売されているパソコンのほとんどにMicrosoftのOSが入っており，Microsoft Excel

もだいたい付属しています。Excel形式のファイルも電子メールやUSBメモリ等を通じて，普通に
やりとりされており，Excel形式のファイルを扱う環境のないパソコンを所有している人は，白い
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目で見られるのが現状です。Microsoft Excelに代替するソフトウェアも存在しますが，完全な互換
性は期待できません（例えば，OpenOffice.orgの Calc，LibreOfficeの Calc）。ここに，Microsoft

Excelを用いた Excel VBAを使用する意義が見出せます。日常的に Excelを使用している人にとっ
ては，Excel VBAを使用する意義がさらに高まることでしょう。
前置きが長くなりましたが，以上を踏まえ，本講座では Excel VBAを使った簿記ソフト作成の

ための基礎知識を順を追って習得していくことにします。



2Excel VBAの基礎

まず，Excel VBAはどういうものなのか知るために，実際に単純なコードを入力して，実行す
ることから始めましょう。

2.1 準　備
Excelを起動し，新規ブックを「マクロ有効ブック」として任意のフォルダに保存します。Excel

2003以前のバージョンでは，普通のブックとして保存してください（図 2.1）。ファイル名は何で
も構いませんが，ここでは「簿記 2012.xlsm」としておきます。

図 2.1 　Excel のファイルを「Excel マクロ有効ブック」として保存

Office 2007のアプリケーションでは，デフォルトで VBA関連のメニューが非表示になってい
ます。そこで，リボンに「開発」タブを表示するように設定を変更します。

• Excelのタイトルバーの左端にある「Officeボタン」をクリックしてメニューを開き，メニュー
の下端にある「Excelのオプション」をクリックしてダイアログボックスを開きます（図 2.2）。

• ダイアログの「基本設定」欄の「Excelの使用に関する基本オプション」から「[開発]タブ
をリボンに表示する」にチェックを入れて「OK」ボタンをクリックします。
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図 2.2 　「Excel のオプション」で「開発」にチェック（Excel 2010 の場合）

• これでリボンに「開発」タブが追加されます（図 2.3）。このタブ内に，VBAを使用する際に
必要な機能がまとめられています。

図 2.3 　追加された「開発」タブ

※ Excel 2010の場合は，「Excelのオプション」→「リボンのユーザー設定」→「開発」で表示されます。
Excel 2002/2003の場合は，「表示」→「ツールバー」→「Visual Basic」で表示されます。

「開発」タブから「マクロの記録」機能を呼び出すことができます。この機能を使うと，キーボー
ドやマウスを使った操作が VBAのコードとして記録されます。このため，Excel上で普段行って
いる作業を VBAで記述するとどうなるかを手軽に知ることができ，便利なときがあります。しか
し，本講座ではこの機能は使いません。
どのようなプログラムであっても，実際に自分でコマンドを書くことが重要であり，そうするこ

とで無駄のない美しいプログラムが書けます。みなさんに馴染みのある例で言えば，HTMLをホー
ムページ・ビルダー等を使ってレイアウトするか，テキストエディタを使って自分でタグを記述す
るかの違いです。後者の方が圧倒的に美しい HTMLファイルが作成されますし，HTMLのタグが
どのような意味を持っているのかを理解しながら学習することができます。また，自分でコマンド
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やタグを書く方が，細かい調整が可能であるため自由度が高く，思い通りの結果が得られるはず
です。

2.2 VBAコードの記述
準備ができたら，早速，VBAコードを記述してみましょう。
先ほど表示させた「開発」タブの左端の「Visual Basic」ボタンをクリックします。Excel 2002/2003

の場合は，Visual Basicツールバーの「Visual Basic Editor」ボタンをクリックします。
Excelの画面が切り替わり，「VBE (Visual Basic Editor)」と呼ばれるウィンドウが表示されます

（図 2.4）。もとの Excelの画面に戻るには，VBEの右上の「×」をクリックするか，タスクバー左
端にある Excelのアイコンのようなボタン（表示 Microsoft Excel）をクリックします。

図 2.4 　Visual Basic Editor

2.2.1 Hello World

まず，プログラミングの定番から始めましょう。VBEを使って，「Hello World」というメッセー
ジ・ダイアログを表示させてみます。

VBEのメニューから，「挿入」→「標準モジュール」を選択し，新規の「標準モジュール」を 1

つ追加します。
VBEの「プロジェクト」ペインで，追加した標準モジュールを選択して，エディタ部分に次の

コードを入力します。
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⌘ 2.2.1

Sub helloWorld()

MsgBox "Hello World"

End Sub

VBAでは，上のような「Sub」から「End Sub」までを，ひとかたまりの命令として管理しま
す。このかたまりを「サブルーチン」と呼びます。
上のサブルーチンが記述できたら，実行して結果を確認してみましょう。
サブルーチンのコードの任意の位置をマウスでクリックしてから，ツールバーにある「▶」ボタ

ンをクリックするか，VBEのメニューから「実行」→「Sub/ユーザーフォームの実行」を選択し
ます。
すると，記述したサブルーチンが実行され，メッセージ・ダイアログが表示されます（図 2.5）。

「OK」をクリックすると VBEの画面に戻ります。

図 2.5 　メッセージ・ダイアログ

2.2.2 セルへの入力
今度は，メッセージ・ダイアログを表示させるのではなく，Excelの任意のセルに文字を入力し

てみましょう。こちらの方が実用的ですね。
セルに文字を入力するには，次のようなコードを入力し，実行します。

⌘ 2.2.2

Sub helloWorld()

Cells(1, 1) = "Hello World"

End Sub

何が起こったかわかったでしょうか。Excelの画面に戻ってみてください。いま開いているワー
クシートの左上のセルに，文字が入力されたことが確認できるでしょう。
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次に，他のワークシートに文字を入力してみましょう。先ほどのサブルーチンに，ワークシート
の名前を追加します。

⌘ 2.2.3

Sub helloWorld()

Worksheets("Sheet2").Cells(1, 1) = "Hello World"

End Sub

このようにワークシートの名前を指定することで，開いていなくても，指定したワークシートに
文字を入力することができます。逆に言えば，何も指定しなければ，開いているワークシートに文
字が入力されるということです。
ワークシートの名前を指定するのではなく，左から何個目のワークシートかを数字で指定するこ

とも可能です。先ほどのサブルーチンを次のように書き換えてみましょう。コードが少し長くなり
ましたが，実行するとどうなるか想像してみてください。

⌘ 2.2.4

Sub helloWorld()

Worksheets(2).Cells.Clear

Worksheets(2).Cells(2, 1) = "今日は"

Worksheets(2).Cells(2, 2) = Date

Worksheets(2).Cells(2, 3) = "です。"

End Sub

コードを入力したら，実際に実行してみましょう。
Excelの画面に戻って，想像した通りに表示されていた人は，すでにコードの意味を理解してい

ます。何も想像できなかったり，想像と違う結果になった人は，意味を理解しながら，コードを入
力するように心がけましょう。もしセル B2が「######」と表示されている場合は，B列と C列
の境目をダブルクリックして，B列を広げてください。
ちなみに，先ほどのように同じようなコードが続く場合，「With」と「End With」を使って，一

連のコードをまとめることができます。

⌘ 2.2.5

Sub helloWorld()

With Worksheets(3)

.Cells.Clear

.Cells(2, 1) = "今日は"

.Cells(2, 2) = Date

.Cells(2, 3) = "です。"
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End With

End Sub

今度は，Sheet3に文字が入力されましたね。「With」を使うことで行数は増えてしまいました
が，見た目は少しすっきりしていると感じませんか。コードによっては「With」を使うことで，見
た目のごちゃごちゃが劇的に解消されることがありますので，覚えておきましょう。

2.3 複雑なサブルーチン
さて，ここから簿記の例に近づいていきます。Excelの Sheet1に図 2.6のような表が作成され

ているとします。

図 2.6 　勘定科目の例

ここでは，この表から，勘定科目が「現金」である行（レコード）のみを抽出して，セル F2以
降にコピーするという処理をやってみます。セル F2に関数「IF」を書いて…というやり方でもで
きますが，ここでは VBEを使いましょう。VBEにコードを記述した方が楽だということが，すぐ
にわかるはずです。
とりあえず，実際に図 2.6の表を入力してみましょう。
勘定科目が「現金」である行をセル F2以降にコピーするという処理を，VBAのコードで記述す

ると次のようになります。以下のサブルーチンを，先ほど作成した標準モジュールに上書きしてみ
ましょう。

⌘ 2.3.1

Sub copyTable()

’1 変数の宣言
Dim targetTable As Range

Dim targetFieldNumber As Integer

Dim queryString As String

Dim resultRange As Range

’2 抽出条件
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Set targetTable = Worksheets(1).Range("B2:D9")

targetFieldNumber = 1

queryString = "=現金"

Set resultRange = Worksheets(1).Range("F2")

’3 抽出処理
With targetTable

.AutoFilter targetFieldNumber, queryString

.Copy resultRange

.Parent.AutoFilterMode = False

End With

End Sub

入力できたら，実行してみます。Excelの画面に戻ると図 2.7のようになっているはずです。

図 2.7 　勘定科目「現金」のコピー

次に，応用問題です。「借入金」の勘定科目のみを抽出するように変更するにはどうすればいい
でしょうか。簡単に想像できますね。

⌘ 2.3.2

queryString = "=現金"

の部分を

⌘ 2.3.3

queryString = "=借入金"

と書き換えるだけです。
では，実際に「借入金」をコピーしてみましょう。
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Excelの画面に戻ると，「借入金」だけでなく「現金」も抽出されているようです（図 2.8）。ど
こか間違ったのでしょうか。いいえ，先ほどの実行結果に，今回の VBAの実行結果が上書きされ
ただけですので，心配はいりません。

図 2.8 　勘定科目「借入金」のコピー

試しに，セル F2以降をいったん削除してから，先ほどの「借入金」の場合のサブルーチンをも
う一度実行してみてください。今度は，「借入金」だけが正しく抽出できましたね。
次に，借方に金額が入力されている行だけを抽出してみましょう。これは少しややこしいです。
先ほどの入力した

⌘ 2.3.4

targetFieldNumber = 1

queryString = "=借入金"

の部分を

⌘ 2.3.5

targetFieldNumber = 2

queryString = ">0"

と書き換えます。
実行する前に，混乱しないように，Excelの画面でセル F2以降をいったん削除しておきましょ

う。削除できたら，実行してみましょう。図 2.9のようになりましたか。
今度は逆に，借方金額に記入のある行だけ抽出してみましょう。先ほどの応用です。書き換える

ためには，これまでに入力したコードの意味をある程度理解する必要があります。勘定科目を抽出
条件にした場合，

⌘ 2.3.6

targetFieldNumber = 1
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図 2.9 　借方に金額が入力されている行のコピー

としました。続いて，借方金額を抽出条件にした場合，

⌘ 2.3.7

targetFieldNumber = 2

としました。これらは数字の違いだけですが，この数字は何を意味しているのでしょうか。そうで
す。この数字は，セル B2:D9に囲まれた範囲の左から何列目かを表しているのです。
このことから，借方金額に記入のある行だけを抽出する場合は，この数字を 3にすればよさそう

だと想像できますね。混乱しないように，セル F2以降をいったん削除してから，書き換えたサブ
ルーチンを実行してみましょう。図 2.10のように表示されましたか。

図 2.10 　貸方に金額が入力されている行のコピー

もしうまくいかない場合は，コードの記述の誤りあるかどうか，よく確認してみましょう。この
作業をプログラミングの世界では，デバッグと言ったり，バグフィックスと言ったりします。
ちなみに，VBEに記述した「’」は改行までをコメントとして扱うという意味をもつ特殊な記号

です。コンピュータはコメントを無視します。コメントを書く理由は，自分や他人が見てわかりや
すくするためです。コードだけ見ても，そこで何をやっているのかすぐにはわかりませんし，コー
ドを記述して何ヶ月も経ってから見直す場合，自分で書いたものでもすぐにはわからないことがあ
ります。そこで，VBAのコードを記述する場合は，できるだけわかりやすいコメントを書く癖をつ
けましょう。ちなみに，コメントは行の途中からでも記述できます。一般的に，コメントのための
特殊な記号（VBAでは「’」）をプログラム中に記述することを，コメントアウトすると言います。



3Excel VBAによる転記

どのような簿記ソフトを作成するにしても，仕訳を自動化することは不可能です。よく使う仕訳
をどこかに入力しておき，必要に応じてそこからコピーするといったことは可能ですし，そうする
ことは作業の効率化に役立つでしょう。
ただし，本講座では仕訳帳は作成されているものとし，それ以降の処理のみを行うことにしま

す。仕訳の次に来る自動化可能な処理，それは仕訳帳から元帳への転記です。
仕訳帳から元帳への転記といった一連の作業を自動化する場合，注意しなければならないことが

あります。それは，どういった勘定科目が使われているかを Excelに判断させることが少し厄介だ
ということです。例えば，借方によく登場する勘定科目が資産に属するのか，費用に属するのか，
Excelには判断できません。そこで，まず，勘定科目の表を作成しておきましょう。

3.1 勘定科目の表
「勘定科目」というワークシートを作成します。ここでは，「Sheet2」の名前を「勘定科目」に
変更して，各セルの内容をすべて削除しましょう。ついでに，「Sheet1」の名前を「仕訳帳」に変
更しておきます。勘定科目のワークシートは，仕訳帳のワークシートよりも右にあると違和感があ
るので，勘定科目のワークシートが左に来るように移動させます。この操作は必ずしも必要ではあ
りません。しかし，一般的に，初期設定に関わるワークシートは左にかためた方が，見た目や入力
作業の点からすっきりするはずです。
「勘定科目」のワークシートに，勘定科目の表を図 3.1のように入力します。なお，小分類とい
う列は，本講座では使用しませんが，必要に応じて勘定科目に詳細な意味をもたせるときに使いま
す。また，処理を自動化させる場合，それぞれの勘定科目に固有の番号をつけることも効果的で
しょう。

図 3.1 　勘定科目の表
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3.2 元帳の作成
ここからようやく転記の処理に入ります。しかし，その前に，簿記ソフトの構成を考えたり，VBA

についてもう少し知るために，やや遠回りをします。
まず，勘定科目の表で作成した勘定科目について，ひとつずつ異なるワークシートを作成してみ

ましょう。元帳の各勘定を想像してみてください。まさに，それを作成します。
こういう面倒な作業には，VBAを使うのが非常に便利です。勘定科目の種類が多ければ多いほ

ど，手作業と比較した場合の作業時間の差が大きくなるでしょう。

⌘ 3.2.1

Sub addSheet()

’変数の宣言
Dim targetTable As Range

’勘定科目の範囲
Set targetTable = Worksheets("勘定科目").Range("B3:B9")

’新規ワークシートの作成
For Each taegetCell In targetTable

Sheets.Add after:=Sheets(Sheets.Count)

ActiveSheet.Name = taegetCell.Value

Next

End Sub

勘定科目の名前のついたワークシートが一気に追加されました（図 3.2）。これら追加したワーク
シートは，ここではいったん削除しておきます。ワークシートの削除は，VBAでも可能ですが，取
り返しのつかないことが起こりかねませんので，できるだけ間違いが少ない手作業で行いましょう。

図 3.2 　勘定科目の名前のついたワークシート

3.2.1 右クリックメニュー
さて，話題は少し変わりますが，ここで，右クリックでマクロを実行する方法を紹介しておきま

す。知っておくと便利なときが来るはずです。
VBEのメニューから，「挿入」→「標準モジュール」を選択し，新規の「標準モジュール」を 1

つ追加します。そこに，次のようなコードを記述しましょう。
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⌘ 3.2.2

Sub addMenu()

With CommandBars("Cell").Controls.Add(before:=1)

.Caption = "転記"

.OnAction = "addSheet"

End With

End Sub

上のサブルーチンを実行すると，右クリックメニューに「転記」が登録されます（図 3.3）。

図 3.3 　右クリックメニューに「転記」を登録

こうしておくこと，右クリックメニューから「転記」を選ぶだけで，先ほどと同じ処理が行われ
ます。実際にやってみましょう。ここで追加したワークシートも，ここではいったん削除しておき
ます。
また，追加した右クリックメニューを削除するには，次のサブルーチンを実行します。

⌘ 3.2.3

Sub deleteMenu()

CommandBars("Cell").Controls("転記").Delete

End Sub
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この標準モジュールはもう使いませんので，右上の「×」をクリックして，ウィンドウを閉じて
おきましょう。

3.3 勘定科目の数
先ほどは勘定科目の数（範囲）は，こちらで指定していました。しかし，実際に簿記を記帳し始

めると，途中で新しい勘定科目を追加していくことになるでしょう。このため，どういった勘定科
目が必要なのかについて，事前にはわからないのが普通です。
そこで，勘定科目の表の行数を数えるように，VBAのコードを変更します。

⌘ 3.3.1

Sub addSheet()

’変数の宣言
Dim targetTable As Range

Dim lastRow As String

’勘定科目の範囲
Worksheets("勘定科目").Activate

Range("B3").End(xlDown).Select

lastRow = ActiveCell.Row

Set targetTable = Range("B3:B" & lastRow)

’新規ワークシートの作成
For Each taegetCell In targetTable

Sheets.Add after:=Sheets(Sheets.Count)

ActiveSheet.Name = taegetCell.Value

ActiveSheet.Tab.Color = vbYellow

Next

End Sub

ついでに，他と区別しやすくするために，ワークシートの名前のところの色を黄色にしてみまし
た。これらのワークシートは，次で使用しますので削除しないでください。

3.4 仕訳帳の準備
いよいよ例として用いる仕訳帳を準備しましょう。
これまでの手順通りに進んでいれば，勘定科目のワークシートの右に仕訳帳のワークシートが作

成されているはずです。各セルの内容はすべて削除してください。
図 3.4のような仕訳帳を作成しましょう。月日は「1/1」のように入力してください。
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図 3.4 　仕訳帳

ここで示した仕訳帳の記帳ルールは絶対的なものではありません。VBAによるコードの記述の
しやすさ等を踏まえた上で，自分にあった記帳ルールを考えてください。
以下では，この仕訳帳に基づいて転記する例を挙げます。

3.5 転　記
まず，現金だけ転記します。以下のコードを入力し，実行してみましょう。

⌘ 3.5.1

Sub posting()

’変数の宣言
Dim targetTable As Range

Dim targetFieldNumber As Integer

Dim queryString As String

Dim resultRange As Range

Dim daybookRow As Long

Dim accountRow As Long

’仕訳帳の範囲
daybookRow = Worksheets("仕訳帳").Range("B3").End(xlDown).Row

set targetTable = Worksheets("仕訳帳").Range("B3:F" & daybookRow)

’抽出条件
targetFieldNumber = 2

queryString = "=現金"

Set resultRange = Worksheets("現金").Range("B3")
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’元帳作成
With Worksheets("現金")

.Cells.Clear

.Range("B2").Columns = "現金"

.Range("B2").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

.Range("B2:F2").MergeCells = True

End With

’転記
With targetTable

.AutoFilter targetFieldNumber, queryString

.Copy resultRange

.Parent.AutoFilterMode = False

End With

’合計
With Worksheets("現金")

accountRow = .Range("B3").End(xlDown).Row

.Range("E" & accountRow + 1) = WorksheetFunction.Sum(.Range("E4:E"

& accountRow))

.Range("E" & accountRow + 1).NumberFormatLocal = "#,##0"

.Range("F" & accountRow + 1) = WorksheetFunction.Sum(.Range("F4:F"

& accountRow))

.Range("F" & accountRow + 1).NumberFormatLocal = "#,##0"

End With

End Sub

Excelの画面に戻って，転記できていることを確認してください。元帳の借方貸方それぞれの合
計も計算できています。
ここで，繰り越しや損益勘定への振り替えを行っていませんので，おかしいと感じるかもしれま

せん。確かにその通りです。しかし，コンピュータで処理する上で，これらの作業は本質的には重
要なことではありません。そこため，ここでは省略することにします。気になる人は自分でコード
を記述してみてください。
さて，今度は，現金以外の勘定科目の転記はどうすればいいでしょうか。上で現金について行っ

た処理を，すべての勘定科目について実行すればいいことが容易に想像できますね。つまり，「”現
金”」をそれぞれの勘定科目に置き換えて，勘定科目の数だけサブルーチンを実行することで目的
が達成できます。しかし，この方法だとかなりの手間がかかります。また，「”現金”」という，勘定
科目の表中で参照可能な文字列をわざわざコードとして記述しているため，このプログラムは駄作
と言えます。では，どうすればいいでしょうか。
ここで，先に作成した勘定科目の表を使うと便利そうだということに気づくでしょう。また，先

ほど行った各勘定科目のワークシートの作成に続けて，転記もやってしまえば無駄がなさそうで
す。ただし，ここでひとつ注意が必要です。すでに同じ名前のワークシートが作成されていると
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き，同じ名前のワークシートを作成しようとするとエラーとなり，サブルーチンの途中で止まって
しまいます。以前，追加したワークシートをわざわざ削除したのはこのためです。しかし，ワーク
シートをわざわざ削除するのは面倒ですね。そこで，こうした問題を回避することも考慮したコー
ドを記述してみましょう。
転記の処理を整理すると，次のようになります。

⌘ 3.5.2

Sub posting()

’変数の宣言
Dim accountTable As Range

Dim lastRow As String

Dim ws As Worksheet

Dim daybookTable As Range

Dim daybookFieldNumber As Integer

Dim queryString As String

Dim resultRange As Range

Dim daybookRow As Long

Dim ledgerRow As Long

’勘定科目の範囲
Worksheets("勘定科目").Activate

Range("B3").End(xlDown).Select

lastRow = ActiveCell.Row

Set accountTable = Range("B3:B" & lastRow)

’仕訳帳の範囲
daybookRow = Worksheets("仕訳帳").Range("B3").End(xlDown).Row

set daybookTable = Worksheets("仕訳帳").Range("B3:F" & daybookRow)

’新規ワークシートの作成
For Each accountCell In accountTable

’元帳作成
flag = False

For Each ws In Worksheets

If ws.Name = accountCell.Value Then

flag = True

End If

Next

If flag = False Then

Sheets.Add after:=Sheets(Sheets.Count)

ActiveSheet.Name = accountCell.Value
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ActiveSheet.Tab.Color = vbYellow

’ ActiveSheet.Visible = xlSheetVeryHidden’ 元帳を非表示
ActiveSheet.Visible = xlSheetVisible’ 元帳を表示

End If

With Worksheets(accountCell.Value)

.Cells.Clear

.Range("B2").Columns = accountCell.Value

.Range("B2").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

.Range("B2:F2").MergeCells = True

End With

’抽出条件
daybookFieldNumber = 2

queryString = "=" & accountCell.Value

Set resultRange = Worksheets(accountCell.Value).Range("B3")

’転記
With daybookTable

.AutoFilter daybookFieldNumber, queryString

.Copy resultRange

.Parent.AutoFilterMode = False

End With

’合計
With Worksheets(accountCell.Value)

ledgerRow = .Range("B3").End(xlDown).Row

If ledgerRow > 3 And .Range("B4").Value <> "" Then

debit = WorksheetFunction.Sum(.Range("E4:E" & ledgerRow))

credit = WorksheetFunction.Sum(.Range("F4:F" & ledgerRow))

If debit > 0 Then

.Range("E" & ledgerRow + 1) = debit

.Range("E" & ledgerRow + 1).NumberFormatLocal = "#,##0"

End If

If credit > 0 Then

.Range("F" & ledgerRow + 1) = credit

.Range("F" & ledgerRow + 1).NumberFormatLocal = "#,##0"

End If

End If

End With

Next

End Sub
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ここで，勘定科目の範囲（最終行）を取得する部分のプログラムと，仕訳帳の範囲（最終行）を取得する
部分のプログラムとが，異なることに気づいたでしょうか。似たようなことをやっているはずなのに，
コードが少し異なります。これらに何か違いがあるのでしょうか。実際に試してみるとわかります
が，これらのプログラムはどちらを使っても同じ結果が得られます。このように，同じ目的を達成する
ためのコードの記述にはいろいろあり，これが唯一正解というものがない場合が多くあります。上の
サブルーチンの中にある「WorksheetFunction.Sum」は「Application.WorksheetFunction.Sum」
と同じ働きをします。
どの言語でも，プログラミングには複数の記述方法があるのが普通です。他の人が書いたプログ

ラムをたくさん読むことによって，Excel VBAの分野ではどういった記述が好まれる傾向にある
のかを調べるようにしてください。一般的に，多くの人が採用している記述方法で記述するのが親
切ですし，また，他の人が見たときに美しいプログラムだと思われるはずです。ここで注意が必要
なことは，省略できるものはできるだけ省略した方がよいとか，行数が少ないプログラムの方がよ
いといった感覚をもつのではなく，わかりやすい記述を心がけるべきだということです。慣れてく
ると，わかりやすいプログラムは美しいと思えてくるはずです。また，一般的には，処理速度が早
いプログラムが好まれる傾向にあります。同じ結果が得られるのなら短時間ですむ方が好まれるこ
とは容易に想像できるでしょう。



4Excel VBAによる決算書作成

通常の簿記では，仕訳帳から元帳に転記をして，合計残高試算表を作成した後，減価償却や資産
の繰り越し等の決算に関わる処理をします。しかし，Excel VBAでこの通りやろうとすると，こ
れまでに扱ってきたものよりも，もっと複雑なプログラムを作成する必要があります。本講座の限
られた時間で詳細に説明することは不可能ですので，決算処理に伴う仕訳は，通常の仕訳と同様に
すでに終わっていることにします。
本講座の残りの部分では，期末（会計期間のおわり）に最終的に必要な処理，すなわち，合計残

高試算表を作成して，損益計算書と貸借対照表を作成することにします。

4.1 合計残高試算表
まず，合計残高試算表を作成しましょう。
合計残高試算表は月末に作成する帳簿です。期末も月末に含まれますが，通常は 1年の会計期間

のうち，12回，合計残高試算表を作成する必要があります。ここでは，期末の合計残高試算表の
みを作成することにします。
以下のコードを入力し，実行してみましょう。

⌘ 4.1.1

Sub trialBalance()

’変数の宣言
Dim ws As Worksheet

Dim ledgerRow As Long

Dim wsTBRow As Integer

’勘定科目の範囲
Worksheets("勘定科目").Activate

Range("B3").End(xlDown).Select

lastRow = ActiveCell.Row

Set accountTable = Range("B3:B" & lastRow)

’新規ワークシートの名前
wsTB = "合計残高試算表"

21
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’合計残高試算表作成
flag = False

For Each ws In Worksheets

If ws.Name = wsTB Then

flag = True

End If

Next

If flag = False Then

Sheets.Add after:=Sheets(Sheets.Count)

ActiveSheet.Name = wsTB

ActiveSheet.Tab.Color = vbBlue

End If

With Worksheets(wsTB)

.Cells.Clear

.Range("B2").Columns = wsTB

.Range("B2").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

.Range("B2:F2").MergeCells = True

.Range("B3").Columns = Date

.Range("B3").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

.Range("B3").NumberFormatLocal = "ggge年 m月 d日"

.Range("B3:F3").MergeCells = True

.Range("B4").Columns = "借方"

.Range("B4").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

.Range("B4:C4").MergeCells = True

.Range("E4").Columns = "貸方"

.Range("E4").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

.Range("E4:F4").MergeCells = True

.Range("D4").Columns = "勘定科目"

.Range("D4").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

.Range("D4").VerticalAlignment = xlVAlignCenter

.Range("D4:D5").MergeCells = True

.Range("B5").Columns = "残高"

.Range("B5").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

.Range("C5").Columns = "合計"

.Range("C5").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

.Range("E5").Columns = "合計"

.Range("E5").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

.Range("F5").Columns = "残高"

.Range("F5").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

accountTable.Copy .Range("D6")

End With
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’元帳の合計
’ wsTBRow = Worksheets(wsTB).Range("D6").End(xlDown).Row

wsTBRow = 6

For Each accountCell In accountTable

With Worksheets(accountCell.Value)

ledgerRow = .Range("B3").End(xlDown).Row

If .Range("B4").Value <> "" Then

debit = .Range("E" & ledgerRow + 1).Value

credit = .Range("F" & ledgerRow + 1).Value

With Worksheets(wsTB)

.Range("C" & wsTBRow) = debit

.Range("C" & wsTBRow).NumberFormatLocal = "#,##0"

.Range("E" & wsTBRow) = credit

.Range("E" & wsTBRow).NumberFormatLocal = "#,##0"

diff = debit - credit

If diff <> 0 Then

If diff > 0 Then

.Range("B" & wsTBRow) = diff

.Range("B" & wsTBRow).NumberFormatLocal = "#,##0"

Else

.Range("F" & wsTBRow) = - diff

.Range("F" & wsTBRow).NumberFormatLocal = "#,##0"

End If

End If

End With

End If

End With

wsTBRow = wsTBRow + 1

Next

’合計残高試算表の合計
With Worksheets(wsTB)

debitDiff = WorksheetFunction.Sum(.Range("B6:B" & wsTBRow - 1))

debitTotal = WorksheetFunction.Sum(.Range("C6:C" & wsTBRow - 1))

creditTotal = WorksheetFunction.Sum(.Range("E4:E" & wsTBRow - 1))

creditDiff = WorksheetFunction.Sum(.Range("F4:F" & wsTBRow - 1))

.Range("B" & wsTBRow) = debitDiff

.Range("C" & wsTBRow) = debitTotal

.Range("B" & wsTBRow & ":C" & wsTBRow).NumberFormatLocal = "#,##0"

.Range("E" & wsTBRow) = creditTotal

.Range("F" & wsTBRow) = creditDiff

.Range("E" & wsTBRow & ":F" & wsTBRow).NumberFormatLocal = "#,##0"
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End With

End Sub

合計残高試算表が作成されました。

4.2 損益計算書と期末貸借対照表
最後に，損益計算書と期末貸借対照表を作成しましょう。

⌘ 4.2.1

Sub saveSheet()

’変数の宣言
Dim tbRow As Long

Dim acRow As Long

Dim workRow As Long

Dim workRowBScredit As Long

Dim workRowPLcredit As Long

Dim workRowBS As Long

Dim workRowPL As Long

Dim targetTable As Range

Dim pathXLS As String

Dim targetPL As Worksheet

Dim targetBS As Worksheet

’新規ワークシートの名前
wsPL = "損益計算書"

wsBS = "期末貸借対照表"

’損益計算書作成
flag = False

For Each ws In Worksheets

If ws.Name = wsPL Then

flag = True

End If

Next

If flag = False Then

Sheets.Add after:=Sheets(Sheets.Count)

ActiveSheet.Name = wsPL

ActiveSheet.Tab.Color = vbRed

End If
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With Worksheets(wsPL)

.Cells.Clear

.Range("B2").Columns = wsPL

.Range("B2").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

.Range("B2:E2").MergeCells = True

.Range("B3").Columns = Date

.Range("B3").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

.Range("B3").NumberFormatLocal = "ggge年 m月 d日"

.Range("B3:E3").MergeCells = True

.Range("B4").Columns = "勘定科目"

.Range("B4").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

.Range("C4").Columns = "金額"

.Range("C4").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

.Range("D4").Columns = "勘定科目"

.Range("D4").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

.Range("E4").Columns = "金額"

.Range("E4").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

End With

’期末貸借対照表作成
flag = False

For Each ws In Worksheets

If ws.Name = wsBS Then

flag = True

End If

Next

If flag = False Then

Sheets.Add after:=Sheets(Sheets.Count)

ActiveSheet.Name = wsBS

ActiveSheet.Tab.Color = vbRed

End If

With Worksheets(wsBS)

.Cells.Clear

.Range("B2").Columns = wsBS

.Range("B2").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

.Range("B2:E2").MergeCells = True

.Range("B3").Columns = Date

.Range("B3").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

.Range("B3").NumberFormatLocal = "ggge年 m月 d日"

.Range("B3:E3").MergeCells = True

.Range("B4").Columns = "勘定科目"

.Range("B4").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter
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.Range("C4").Columns = "金額"

.Range("C4").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

.Range("D4").Columns = "勘定科目"

.Range("D4").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

.Range("E4").Columns = "金額"

.Range("E4").HorizontalAlignment = xlHAlignCenter

End With

’作業用ワークシート作成
wsWork = "作業用"

flag = False

For Each ws In Worksheets

If ws.Name = wsWork Then

flag = True

End If

Next

If flag = False Then

Sheets.Add after:=Sheets(Sheets.Count)

ActiveSheet.Name = wsWork

ActiveSheet.Tab.Color = vbWhite

ActiveSheet.Visible = xlSheetVeryHidden’ 作業用ワークシートを非表示
’ ActiveSheet.Visible = xlSheetVisible’ 作業用ワークシートを表示

End If

’合計残高試算表の残高を作業用ワークシートにコピー
Worksheets(wsWork).Cells.Clear

With Worksheets("合計残高試算表")

tbRow = .Range("D6").End(xlDown).Row

.Range("D6:D" & tbRow).Copy Worksheets(wsWork).Range("A2")

.Range("B6:B" & tbRow).Copy Worksheets(wsWork).Range("B2")

.Range("D6:D" & tbRow).Copy Worksheets(wsWork).Range("C2")

.Range("F6:F" & tbRow).Copy Worksheets(wsWork).Range("D2")

End With

’勘定科目の大分類を作業用ワークシートにコピー
With Worksheets("勘定科目")

acRow = .Range("B3").End(xlDown).Row

.Range("C3:C" & acRow).Copy Worksheets(wsWork).Range("E2")

End With

’作業用ワークシートでの作業
With Worksheets(wsWork)
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.Range("A1").Columns = "借方勘定科目"

.Range("B1").Columns = "借方金額"

.Range("C1").Columns = "貸方勘定科目"

.Range("D1").Columns = "貸方金額"

.Range("E1").Columns = "大分類"

workRow = .Range("A1").End(xlDown).Row

Set targetTable = .Range("A1:E" & tbRow)

End With

’資産勘定の抽出
With targetTable

.AutoFilter Field: = 5, Criteria1: = "=資産"

.AutoFilter Field: = 2, Criteria1: = ">0"

.Copy .Range("F1")

.Parent.AutoFilterMode = False

End With

’負債・資本勘定の抽出
With targetTable

.AutoFilter Field: = 5, Criteria1: = "=負債", Operator: = xlOr, Crit

eria2: = "=資本"

.AutoFilter Field: = 4, Criteria1: = ">0"

.Copy .Range("K1")

.Parent.AutoFilterMode = False

End With

’費用勘定の抽出
With targetTable

.AutoFilter Field: = 5, Criteria1: = "=費用"

.AutoFilter Field: = 2, Criteria1: = ">0"

.Copy .Range("P1")

.Parent.AutoFilterMode = False

End With

’収益勘定の抽出
With targetTable

.AutoFilter Field: = 5, Criteria1: = "=収益"

.AutoFilter Field: = 4, Criteria1: = ">0"

.Copy .Range("U1")

.Parent.AutoFilterMode = False

End With

’貸借対照表と損益計算書の作成
With Worksheets(wsWork)

workRowBSdebit = .Range("F1").End(xlDown).Row

workRowBScredit = .Range("M1").End(xlDown).Row

.Range("F1:G" & workRowBSdebit).Copy .Range("AA1")
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.Range("J1:J" & workRowBSdebit).Copy .Range("AE1")

.Range("M1:O" & workRowBScredit).Copy .Range("AC1")

workRowPLdebit = .Range("P1").End(xlDown).Row

workRowPLcredit = .Range("W1").End(xlDown).Row

.Range("P1:Q" & workRowPLdebit).Copy .Range("AF1")

.Range("T1:T" & workRowPLdebit).Copy .Range("AJ1")

.Range("W1:Y" & workRowPLcredit).Copy .Range("AH1")

workRowBS = .Range("AE1").End(xlDown).Row

.Range("AA1:AD" & workRowBS).Copy Worksheets(wsBS).Range("B4")

workRowPL = .Range("AJ1").End(xlDown).Row

.Range("AF1:AI" & workRowPL).Copy Worksheets(wsPL).Range("B4")

End With

’パスの取得
pathXLS = ActiveWorkbook.Path

’ワークシート指定
Set targetBS = Worksheets(wsBS)

Set targetPL = Worksheets(wsPL)

’ワークシートの保存
targetBS.Copy

ActiveWorkbook.SaveAs pathXLS & "\" & targetBS.Name & Mid(ThisWorkbook.N

ame, 3, 4) & ".xlsx"

ActiveWorkbook.Close

targetPL.Copy

ActiveWorkbook.SaveAs pathXLS & "\" & targetPL.Name & Mid(ThisWorkbook.N

ame, 3, 4) & ".xlsx"

ActiveWorkbook.Close

End Sub

損益計算書と期末貸借対照表は，現在作業中の Excelファイルのあるフォルダに，単独の Excel

ファイルとして保存するようにしています（図 4.1）。この期末貸借対照表は，翌年度の会計期間
の期首貸借対照表として利用することができます。
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図 4.1 　新たに保存された損益計算書と期末貸借対照表
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